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研究成果の概要（和文）：発見型抑技授業プログラムの有効性を検討することを目的として、中学生を対象に発見型と
一般型のプログラムによって研究授業を実施し、4種類の方法で授業評価を行い、両講座の得点を比較した。その結果
、発見型抑技授業プログラムは体育の学習目的に対応できるプログラムであり、新学習指導要領の「手に入れた知識や
技能を実践の場で応用し、活用していくような能力を育成する」という目的にも対応できるプログラムであることが検
証できた。

研究成果の概要（英文）：In an aim to examine the effectiveness of field-based programs on osaekomi 
techniques, we conducted experimental courses for junior high school students, one of which was a 
field-based course and the other an ordinary course. We evaluated the courses by using four methods and 
compared the scores for the two courses.
From the results of the study, we were able to validate that the field-based program on osaekomi 
techniques is consistent with the learning objectives for physical education as well as the aim of 
"developing students’ ability to utilize the skills and knowledge that they learned and put them to 
practice," which is part of the new teaching guidelines.

研究分野：身体教育学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
平成 19 年度に文部科学省からの委託を受
け、京都府立桃山高等学校において柔道の研
究授業を行った際、その実施に先立って、ま
ず礼、受身、投技の原理を定義し、原理や技
能を効率よく学習するための工夫を加え、礼
法と柔道の技術（受身、投技）・戦術（投技）
の双方向から柔道という伝統的運動の原理
発見に導く「発見型柔道授業プログラム」を
作成した。そして、このプログラムを用いて
研究授業を実施した結果、柔道の非専門教員
でも生徒達の技術や学習意欲を向上させる
ことができ、生徒達に好イメージを持たせる
ことができた。また、武道教育の重要課題で
ある「伝統的行動の仕方」を理解させること
に関しても好結果を得ることができた１）。し
かし、女子生徒にもこのプログラムが有効な
のかという問題や、固技を加えて技術・戦術
を教材化していくという課題も残った。 
 そこで、平成 21 年度には、女子高校生を
対象に「発見型柔道授業プログラム」による
実験授業を行った。その結果、「発見型柔道
授業プログラム」では女子生徒に対しても柔
道学習への肯定的な捉え方を育成できるこ
とが明らかになり、女子生徒に対しても男子
と同等の技術の向上を保証できることが明
らかになった２）。この講座を担当した教員が
柔道を専門にする教員であったため、平成 22、
23年度には、女子大学生を対象にして、柔道
の非専門者を教員とする研究授業を行った。
その結果、「発見型柔道授業プログラム」を
用いれば、男子を対象とする場合と同様に柔
道の非専門教員であっても専門教員と同等
の成果を得ることができることが明らかに
なった。また、平成 22 年度の研究授業から
受身動作も評価に加えたのであるが、その結
果、受身動作は投げ動作ほどには上達してい
ないことが判明した。そこで受身プログラム
の見直し作業を行い、受身動作の指標を明確
にして、受身プログラムの改良を行った。加
えて、安全で効果的に受身学習を行うための
補助器具を開発し、その有効性も検証した。 
以上のように、「礼法プログラム」、「受身プ
ログラム」、「投技プログラム」についてはそ
の有効性を検証し、ほぼ完成しているが、「抑
技プログラム」についてはその内容を検討す
ることにとどまっており、中学生に対する有
効性を検証するという課題も残っている。こ
れらの課題を解決し、抑技プログラムを含み、
かつ中学生にも有効な「発見型柔道授業プロ
グラム」を完成させる必要がある。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、武道の必修化に対応し、
専門性を有していない指導者であっても、安
全に柔道の授業が展開でき、かつ伝統的行動
の仕方の理解や技能の上達を促進すること
ができる中学生用「発見型柔道授業プログラ
ム」を作成することである。そのために、ま
ず（A）「抑技プログラム」を完成させ、中学

生に対する有効性を検証する。そして、（B）
投技プログラムの問題点を改善するための
教具を開発し、その有効性を確認する。これ
らの課題を解決し、中学生用の「発見型柔道
授業プログラム」を完成させる。 

 
３．研究の方法 
（A）の課題について 
（１）よい抑込動作の究明 
①実験方法 
熟練度や競技レベルの異なる柔道経験者
を取とし、熟練した柔道経験者１名を受とし
て被験者とした。そして、取に袈裟固・横四
方固・上四方固の順番で 20 秒間抑え込むこ
とを目標にさせ、受には脱出に挑戦させた。
20 秒間以内に受がうつ伏せとなる、もしくは
取の下肢を受の下肢で制した場合に「脱出」
とした。試技間隔は、休憩時間を考慮して５
分間とした。 
②分析方法 
すべての試技をビデオ撮影し、受が脱出で
きたときの抑え込みと脱出できなかったと
きの抑え込みに分類した。そして、受が脱出
できなかった抑え込みに共通する動作形態
を動作観察によって探求した。動作観察は、
大学教授２名（いずれも柔道経験者）・高校
教諭２名（柔道部顧問）の４名が担当した。 
②被験者 
被験者は高校生 14 名、大学生 14 名、専門
学校生４名の 32 名で、未熟練者から熟練者
まで様々な競技力を備えた者を選抜した。段
位は初段から参段まで、女子が高校生に８名
と大学生に２名入っている。受は１名限定と
して、高校時に京都府選手権 81 ㎏級ベスト
８の成績を持つ男子選手とした。 
 
（２）抑技の評価基準の作成とその妥当性の
検討 
①評価の観点と評価基準の作成 
明らかにした「よい抑え込み動作」は、「腋
を締めるように腕を引きつけ、胸を張って、
挟み付けるように相手の肩部を圧迫し、腰を
落として下半身は安定姿勢を保持する」、そ
して「上体は相手に乗りかかりすぎないよう
に注意する」ということであった。この表現
を身体部位別に分解し、各々分解した表現を
疑問形に変換して評価の観点を作成した。次
に各観点についての評価基準であるが、各観
点は形態観察から判定される定性的なもの
であるから、評価基準もそれに併せて定性的
に作成し、その後に定量化した。 
②評価基準の妥当性の検討 
よい抑え込みであれば、相手は逃げにくい
はずである。そこで、ここでは作成した評価
基準によって「よい抑え込み動作の究明」の
ために用いた被験者の内、全身が明確に映り
込んでいた 20名のすべての抑え込み 60試技
を得点化し、抑え込んだ時間との相関関係を
分析することにより、評価基準の妥当性を検
討することにした。尚、抑え込み形態の得点



化作業は、「よい抑え込み動作の究明」の研
究で動作観察を担当した大学教授２名（いず
れも柔道経験者）・高校教諭２名（柔道部顧
問）の４名による合議制で実施した。 
 
（３）プログラムの構成と内容の検討 
作成済みの「発見型投技授業プログラム」
は、柔の原理（強い力同士の衝突を避けるこ
とを主旨として、臨機応変に行動する）に適
ったよい技動作の発見学習を核として乱取
へと誘う構成になっており、プログラム全体
を通して総合的に柔の原理の発見に導く内
容になっている。本研究では「発見型投技授
業プログラム」の考え方や構成を踏襲する形
で「発見型抑技授業プログラム」を作成した。 
 
（４）発見型抑技プログラムの有効性の検討 
①対象授業、及び指導者 
Ｋ大学附属中学校の１～３年の男子講座
を対象として、発見型柔道授業プログラム
（以下、発見型とする）で授業を展開するＡ
講座と、一般型の柔道授業プログラム（以下、
一般型とする）で授業を展開するＢ講座を設
定した。一般型プログラムは、文科省発行の
「柔道指導の手引」、全柔連発行の「柔道授
業づくり教本」を参考資料として作成したも
ので、抑え込みの形を個々に指導し、乱取へ
と進めていく内容である。 
指導者は、Ａ、Ｂ講座共にＫ大学附属中学
校の男子教諭が担当した。男子教諭は、同校
の柔道部顧問を務め、授業での柔道指導歴は
24 年、講道館柔道参段である。講座の内訳は
以下のとおりであった。 
Ｋ大学附属中学校 
１年男子Ａ講座 32 名 Ｂ講座 31 名 
２年男子Ａ講座 32 名 Ｂ講座 33 名 
３年男子Ａ講座 28 名 Ｂ講座 28 名 
②評価方法 
プログラムの有効性を検討するために以
下の調査を行った。 
・学習者による授業評価 
高田らの開発した体育授業評価尺度３）を柔道
用に改め、授業評価に用いた。学習者が回答
をする際には、成績には影響しないことを伝
え、学習者の授業に対する意識を単元開始時
に診断的評価として、終了時に総括的評価と
して計２回の調査を実施した。調査結果につ
いては、各因子を 5項目の合計得点として算
出した。 
・柔の原理の応用力テスト 
柔の原理の理解度と応用力を評価するた
めに、柔の原理を他のスポーツや生活、文化
上の様々な出来事に変換させて作成した。変
換作業は、大学教授２名（いずれも柔道経験
者）・高校教諭２名（柔道部顧問）の４名が
担当し、合議制で実施した。学習者が回答を
する際には、成績には影響しないことを伝え、
単元開始時と終了時の計２回のテストを実
施した。結果については、正解数を個々の生
徒の得点とした。 

・抑技の形態評価 
単元終了時に中 3講座の抑技 3種類をビデ
オ撮影し、同時に抑え込み時間を測定した。
そして、撮影後の動画を「抑え込み動作形態
評価基準」に基づいて大学教授２名（いずれ
も柔道経験者）・高校教諭２名（柔道部顧問）
が合議制で得点化した。結果については、各
評価項目の合計点を個々の生徒の得点とし
た。動作の撮影に関しては、正規の授業中で
もあり、時間短縮を考えて生徒達に任せるこ
とにした。そのために、仕事の確実性が最も
期待できる最上級生の講座のみを調査対象
にした。 
・柔の原理の理解度テスト 
「四つん這いの相手に対してその左斜め
前方から相手の右腕を取り、その腕を引いて
相手を仰向けにひっくり返す」という課題を
単元終了時に中 3講座の生徒達に与え、実技
テストを実施し、動作のビデオ撮影を行った。
動作の評価に関しては、四つん這いの相手の
右肩のほぼ前方に引き出せた場合が 3点、左
45 度のあたりに引き出せた場合が 2 点、左
90 度（試技者の手前）のあたりに引き込んだ
場合が 1点とした。テストを中 3講座に限定
した理由は、抑技形態評価の場合と同様であ
る。 
③分析方法 
評価結果について、単元前後の得点やＡ，
Ｂ講座の得点を比較するためにｔ検定を行
った。有意水準は５％とした。 
 
（B）の課題について 
（１）対象授業 
Ａ大学で実施された平成 22年度から 25年
度までの柔道講座、平成 22 年度後期護身術
講座、平成 23 年度前期、後期護身術講座、
平成 24 年度後期護身術講座、平成 25年度前
期、後期護身術講座を対象とした。授業はす
べて 90 分で 15 回実施したが、柔道講座では
オリエンテーションに 1 回を使用したので、
「発見型柔道授業プログラム」よって授業を
展開したのは 14 回であった。また、護身術
講座ではオリエンテーションと、パンチ、キ
ックをテーマとする授業で3回を使用したの
で、「発見型柔道授業プログラム」よって授
業を展開したのは 12 回であった。柔道講座
の場合、最終授業で動作評価のためのビデオ
撮影を行った。指導担当者は、柔道専門教員
（プログラム開発者）であった。護身術講座
の場合、12 回の授業はすべてトレーニングウ
ェアで実施し、12 回目の授業で動作評価のた
めのビデオ撮影を行った。指導担当者は陸上
競技を専門とする大学院生とし、授業毎に護
身術担当の柔道専門教員（プログラム開発
者）とプログラムの展開方法についてミーテ
ィングを行い、護身術担当の柔道専門教員
（プログラム開発者）が指導教員として授業
に同席する形式で授業を展開した。 
（２）プログラムのプロット 
投技の動き作りに関しては、ビデオ映像を



主な教材として以下のプロットで授業を展
開した。 
 
・平成 22、23 年度柔道講座、平成 22年度後
期、平成 23 年度前期・後期護身術講座 
①技に関係する体さばきを説明する。 
②それぞれの体さばきに関連した技動作を
説明し、投技にはそれぞれ適した体さばき
があることを気づかせる。 
③それぞれの体さばきから投技を体験させ
る。受は膝付き等の低い姿勢をとる。 
④優れた技と実戦であまり効力を発揮しな
い技の運動経過の比較から、優れた技は
「崩して掛ける」構造になっていること、
また「下半身から上半身へと運動を伝導す
る」構造になっていることを気づかせる。 
⑤運動方向の変わり目で動作を分割したビ
デオ映像を用いて、「崩して掛ける」、「下
半身から上半身へと運動を伝導する」構造
の技は４つの動作から成り立っているこ
とを気づかせる。 
⑥同様のビデオ映像を見ながら、第１動作を
まず真似て作り、続いて第１動作から第２
動作までの反復練習をさせ、同様の反復練
習を第１動作から第３動作まで、第１動作
から第４動作までという順で練習し、各分
節の動作の最終形態を意識させてフォー
ム固めを行う。 
⑦反復練習終了後、各分節の動作の最終形態
を切り取った写真と、分節毎の動作のコツ
と、動作のチェック表が掲載された資料を
用い、３人程度で組みを作った学生達に分
節毎の動作のできを互いに評価させ、資料
との相違点を修正させる。 
 
平成 23 年度柔道講座と後期護身術講座で
は「運動伝導」の得点アップを目的として、
「第１動作から第３動作まで」の反復練習の
際に「下半身をクルッと空中で回すこと」を
強調した。また、「左脚の反時計回りの回転
に伴い、初めに振り出した右足も反時計回り
に空中でクルッと回すこと」を強調した。さ
らに後期護身術講座では、受が縦回転して落
下するように第４動作のみの練習を加えた。
そこで注意したのは、「膝を屈曲させ、上体
を引き手（左手）側に前屈させて受を背中に
乗せ、膝の伸展を利用して受を縦方向に投げ
出すこと」であった。 
 
・平成 24、25 年度柔道講座、平成 24年度後
期、平成 25 年度前期・後期護身術講座 
上記のプロット⑥の部分について、次のよう
に改めた。 
※平成 23 年度後期護身術講座で実施した第
４動作の単独練習の効果は動作得点の向
上に現れていたので、第４動作のみを切り
取った「受を背中に乗せ、縦回転するよう
に投げ出す練習」から動き作りの練習を開
始することにした。 
※「運動伝導」に関するよい例、悪い例をビ

デオ映像で対比させ、動きの違いを発見さ
せる内容を追加した。 
※番号を付した足型シートを作成し、立位姿
勢の相手の足の前に足型シートを置き、
「第２動作で１の足型を踏むと同時に両
肘をピンと張り、第３動作で２，３の足型
シートを順番に素早く踏んで相手を背中
に乗せる」という指示を与え、反復練習を
実施した。 
（３）動作の評価方法 
学習者の投げ動作の習得状況をみるため
に、最終授業時に投げ動作をビデオ撮影した。
撮影後の映像データについては、先行研究を
元に作成した評価基準２）によって得点化した。 
（４）分析方法 
評価結果について、足型シートを使用しな
かった講座と使用した講座の得点を講座全
体、男女別で比較した。各得点の比較には
SPSS のｔ検定、及びフリードマン検定を用い、
有意水準は５％とした。 
 
４．研究成果 
（ A ）の課題について 
（１）よい抑込動作の究明 
柔道の抑技に共通する動作のコツを明か
にするために、熟練度や競技レベルの異なる
柔道経験者 32 名を取とし、熟練した柔道経
験者１名を受として抑え込み実験を実施し
た。すべての試技をビデオ撮影し、柔道熟練
者 4名で動作観察を行い、受の主観を聴取し
た結果、逃げることが可能な抑え込みでは受
の肩が自由に動いていることが判明した。そ
こで「良い抑え込み」の要件は、「受の肩の
自由を奪うように抑え込む」ことであると考
えられた。 
さらに相手の肩の自由を奪うための動作
のコツを究明するために、柔道熟練者を取、
受として抑え込み実験を実施した。その結果、
よい抑え込みに共通する動作のコツは、「腋
を締めるように腕を引きつけ、胸を張って、
挟み付けるように相手の肩部を圧迫し、腰を
落として下半身は安定姿勢を保持する」、そ
して「上体は相手に乗りかかり過ぎないよう
に注意する」ことであると考えられた。 
 
（２）抑技の評価基準の作成とその妥当性の
検討 
「よい抑え込み動作」から導かれる評価の
観点に基づいて動作の評価基準を作成し、そ
の妥当性を検討した。作成した評価の観点と
動作の評価基準は以下のとおりである。 
 
観点①「腋が締まっているか」 
「出来ている（前腕と上腕のなす角度が直角
に近く、受がほとんど動けない）」・・・3点、 
「少し出来ている（前腕と上腕のなす角度は
直角に近いが、受が動くとすぐに隙間が出来
る）」・・・2点 
「出来ていない（はじめから腋が開いてい
る）」・・・1点 



観点②「胸を張っているか」 
「出来ている（頸部が立ち背中が反ってい
る）」・・・3点 
「少し出来ている（頸部が立っているが背中
は平板である）」・・・2点 
「出来ていない（背中が丸まっている）」・・・
1点 
観点③「腰を落とし下半身は安定姿勢を保て
ているか」 
「出来ている（腰が落ち、両脚が大きく開か
れ、足部が起こされて畳についている）」･･･
3 点 
「少し出来ている（出来ているに比べて脚の
開きが狭い場合や、足が開いていても足部が
ダランと伸びている）」・・・2点 
「出来ていない（両脚が殆ど真っ直ぐ伸び、
足部がダランと伸びている）」・・・1点 
観点④「上体は相手に乗りかかりすぎないて
いないか」 
「出来ている（上体が相手の胸部に乗ってい
る）」・・・3点 
「少し出来ている（上体が相手の胸部を少し
越えて乗っている）」・・・2点 
「出来ていない（相手の上体と重なり合うよ
うに、あるいはそれを越えるように大きく重
なっている）」・・・1点 
 
作成した評価基準によって、「よい抑え込
み動作の究明」のために用いた被験者の内、
全身が明確に映り込んでいた 60 試技を得点
化し、抑え込んだ時間との相関関係を分析し
た。その結果、両者の間には高い正の相関が
認められ、「よい抑え込み動作」に基づいて
作成した「抑え込み動作評価基準」の妥当性
が確かめられた。 
 
（３）プログラムの構成と内容の検討 
プログラムの作成基本方針は、柔の原理
（強い力同士の衝突を避けることを主旨と
して、臨機応変に行動する）に適った良い抑
え込み動作の発見学習を核として乱取へと
向かう構成とすることであり、プログラム全
体を通して総合的に柔の原理の発見に導く
内容とすることであった。新プログラムのモ
デルとなる発見型投げ技授業プログラムの
考え方や構成を踏襲する形で検討し、以下の
順で展開するプログラムを作成した。 
①脱出ゲームを用いた抑え込みの意味の発
見学習 
②上四方固を用いた（以下④まで同じ）抑え
込みの要件の発見学習 
③抑え込みの要件に基づいた逃げ方の研究 
④抑え方のコツの発見学習 
⑤四つん這の相手を仰向けに返す動きの発
見学習 
⑥他の抑え込みへの応用学習 
⑦自由攻防乱取 
⑧伝統的行動の仕方との共通点の確認学習 
 
（４）発見型抑技プログラムの有効性の検討 

発見型抑技授業プログラムの有効性を検
討することを目的として、中学生を対象に発
見型プログラムと一般型のプログラムによ
って研究授業を実施し、①学習者による授業
評価、②柔の原理の応用力テスト、③抑技の
形態評価、④柔の原理の理解度テストを実施
した。結果は以下のとおりであった。 
①学習者による授業評価 
講座全体で診断的評価と総括的評価の因
子得点を比較すると、発見型では「たのしむ」、
「できる」、「まなぶ」と「総合」得点に有意
差があり、すべて総括的評価の方が高得点と
なっていた。また、一般型についても発見型
と全く同様の結果であった。 
②柔の原理の応用力テスト 
講座全体で単元前と単元終了後の得点を
比較すると、発見型では単元後の得点が有意
に高くなっていたが、一般型では有意な差は
認められなかった。また、発見型と一般型の
得点を比較すると、単元前では有意な差はな
かったが、単元後では発見型が有意に高い値
を示した。 
③抑技の形態評価 
発見型、一般型の得点を比較すると、上四
方固、袈裟固では有意差は認められなかった
が、横四方固に関しては発見型が有意に高い
値を示した。 
④柔の原理の理解度テスト 
発見型、一般型の得点を比較すると、発見
型が有意に高い値を示した。 
以上の結果から、「発見型抑技授業プログ
ラム」は、「スポーツに対する愛好的態度の
育成」、「技能（戦術）の習得」、「体育の科学
的知識の習得」、「スポーツに対する規範的態
度や行動の定着」という学習目的に対して有
効に働くプログラムであり、新学習指導要領
で求められている「手に入れた知識や技能を
実践の場で応用し、活用していくような能力
を育成する」という目的にも適ったプログラ
ムであることが検証できたといえる。また、
中学 1年生を学習者とする場合は、プログラ
ムの内容が量的に難しく、簡略化が必要であ
ることも明らかになった。 
 
（B）の課題について 
「発見型投技プログラム」については、平
成 19 年度の研究授業から投げ動作の習得状
況に関する評価を行ってきた。その結果、研
究対象としたすべての講座で動作の上達が
確認できたのであるが、評価項目別でみると
「運動伝導」得点についてはほとんどの講座
で有意な向上を示さなかった。この問題を解
決するために、動作中にその上に足を置けば
「運動伝導」に結びつく足運びが可能になる
ような足型シート作成し、平成 24 年度の授
業から使用した。この足型シートを用いた投
技の動き作りプログラムの有効性を検討す
るために、研究対象とした授業を足型シート
を用いた講座と用いなかった講座に分類し、
投げ動作の習得状況を比較した。その結果は、



以下のとおりであった。 
（１）足型シートを用いた講座の「運動伝導」
得点は有意に向上しており、特に護身術講
座では他の評価項目とならぶ位置まで得
点が向上していた。この結果から、足型シ
ートの有効性は検証できたといえる。 
（２）柔道講座の結果では「運動伝導」得点
は「準備局面」、「主要局面」の得点に比べ
てまだ低い状態であり、若干の課題は残っ
た。この課題については、動作に緩急を付
けるように、具体的には「足型シート１を
踏むまではゆっくりと正確に、足型シート
２，３を踏むときは素早く」というような
指導を加えれば、解決することができると
考えられる。 
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